
授業科目名 担当講師名 対象学年 

介護の基本Ⅰ 森 悦郎 １年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 ２（60） １年生教室 通年 不定期  不定期 

実務経験 
本科目は、作業療法士及び相談指導員として、実務経験のある教員による

講義。 

授業のキーワード 尊厳の保持、自立支援、リハビリテーション、ＡＤＬ、ＱＯＬ、ＩＣＦ 

到達目標及び及び 
事前学習 

「尊厳の保持」「自立支援」という新しい介護の考え方を理解するとともに、

「介護を必要とする人」を生活の観点から捉える。他職種との協働や自立

に向けたリハビリテーションの考え方・生活リハビリについて理解する。 
１ 介護福祉とは 介護の成り立ち 

２ 専門職による「介護」が誕生した社会的な背景 

３ １９７０年代の介護 

４ １９８０年代の介護 

５ １９９０年代の介護 

６ ２０００年代の介護 

７ 介護福祉の理念とは 

８ 尊厳を支える介護 

９ 自立を支える介護 

１０ 地域包括ケアシステムとは 

１１ 介護予防について 

１２ 医療的ケアについて 

１３ 社会福祉士及び介護福祉士法について 

１４     〃 

１５ 介護福祉士の義務規定について 

１６ 求められる介護福祉士像について 

１７     〃 

    １８ 日本介護福祉士会について 

１９ 日本介護福祉養成施設協会について 

２０ 日本介護福祉学会について・日本介護福祉教育学会について 

２１ 介護福祉士の倫理について 

２２ 日本介護福祉士倫理綱領について 

２３    〃 

２４ 自立支援の考え方について 

２５ ICF とは 

２６ 介護における ICF のとらえ方 

２７ 自立支援とリハビリテーションについて 



２８ リハビリテーションの実際 

２９     〃 

３０ 介護予防における介護福祉士の役割とは 

３１ 終講試験 

履修上の要件  

テキスト、教材、 
参考書 

教科書「介護の基本Ⅰ」（中央法規） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等 パソコン・プロジェクター 

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


